
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1203 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 基礎英語Ⅰ ３ 第１学年 
グリーンプレップイングリッ

シュ、自主教材、他 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

英語の４技能をバランスよく取り入れながら、英語でコミュニケーションをとることを目指す。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・ゆっくりはっきりと

発音されれば、身近な

単語や句を正確に聞き

取ることができる。 

・アルファベットが発

音されるのを聞いて、

どの文字か聞き取るこ

とができる。 

・ゆっくりはっきりと

話されれば、「立つ」「座

る」「止まる」などの短

い簡単な指示を理解す

ることができる。 

・基本的で具体的な単

語や句の意味を、実物を

思い浮かべて理解する

ことができる。 

・音で知っている単語

を書かれているものの

中から見つけ出すこと

ができる。 

・日常生活で使われる

日所に短い簡単な指示

やレストランなどのメ

ニューを理解すること

ができる。 

・母語話者にも理解し

てもらえるように英単

語を適切に発音するこ

とができる。 

・決まった日常の挨拶

や季節の挨拶のやり取

りをすることができる。 

・決まった表現や形式

を用いて、日時や場所に

ついて質問したり、質問

に答えたりすることが

できる。 

・簡単な語句や文を用

いて、自分のことを紹

介できる。 

・日常生活で必要な基

本的な情報を簡単な語

句や文を用いて他者に

伝えることができる。 

・基本的な単語や句を

正確に書くことができ

る。 

・アルファベットの大

文字・小文字を区別し

て書くことができる。 

・自分についての基本

的な情報（名前、誕生

日、年齢など）を書く

ことができる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・外国語の語彙、音声、文法、表現など

を理解している。 

・外国語の語彙、音声、文法、表現など

の知識を使ったコミュニケーションを

身に付けている。 

・目的や場面に応じて、外国語を使った

簡単なコミュニケーションをとること

ができる。 

・外国語を使った簡単なコミュニケー

ションを活用し、情報や考えなどを理解

し、表現することができる。 

・外国語を使って、文化や考えに対する

理解を深め、相手に対して主体的にコミ

ュニケーションを取ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１学期 

アルファベ

ットを確

認！ 

 

ユニット４ 

”自己紹介も

カンペキ！” 

聞くこと 

a: 自分を紹介する表現を理解している。 

b: 話し手の自己紹介を、視覚情報などを参考にしながら理解してい

る。 

c: 話し手の自己紹介を、聞き取ろうとしている。 

取り組み姿勢 

クラスメイトのス

ピーチを聞く姿勢 

読むこと 

a: アルファベットの大文字・小文字の違いを理解している。Be 動詞、

一般動詞の意味、使い方、違いを理解している。 

b: 習った表現を使った例文を読んで、概要を捉えている。 

c: 習った表現を使った例文を理解して把握しようとしている。 

ワークシート 

話すこと 

（発表） 

a: 習った表現の意味や働きを理解している。 

b: 習った表現を使って、自分のことについて紹介している。 

c: 習った表現を使って、自分のことについて積極的に話そうとして

いる。 

スピーチテスト 

書くこと 

a: アルファベットの大文字・小文字の違いを理解している。Be 動詞、

一般動詞の意味、使い方、違いを理解している。 

b: 簡単な語句や文を用いて自己紹介の文を書ける。 

c: be 動詞、一般動詞を使ってまとまりのある文を書こうとしている。 

ワークシート 

確認テスト 

 

ユニット２ 

“行く、どこ

へ？/ 持っ

ている、何

を？” 

 

ユニット７ 

“知りたいこ

とは何？” 

聞くこと 

a: 疑問詞、三単現について理解している。三単現の-s、-es の発音の

違いを理解している。 

b: 教師やペアワークでの会話に必要な表現を聞き取っている。 

c: 教師やペアワークでの会話に必要な表現を聞き取とろうとしてい

る。 

取り組み姿勢 

ペアワーク、グル

ープワークでの聞

く姿勢 

読むこと 

a: 疑問詞、三単現を使った例文を読み取る技能を身に付けている。 

b: 疑問詞、三単現を使った例文を読んで、意味を捉えている。 

c: 疑問詞、三単現を使った例文を読んで、意味を捉えようとしてい

る。 

ワークシート 

話すこと 

（やり取り） 

a: 相づちを打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円

滑にするための言語の働きを理解している。 

b: 日常生活の話題（ルーティンなど）について、簡単な語句や文を用

いて伝えあっている。 

c: 日常生活の話題（ルーティンなど）について、聞き手、話し手に配

慮しながら主体的に英語を用いて伝え合おうとしている。 

ペアワーク 

グループワーク 

書くこと 

a: 疑問詞、三単現の意味、使い方を理解している。 

b: 習った表現を使って、まとまりのある文章を書いている。 

c: 習った表現を使って、まとまりのある文章を書こうとしている。 

ワークシート 

確認テスト 

 

２学期 

ユニット３ 

“あい、ま

い、みー、

まいん！？” 

 

ユニット 12 

“1 人で３役

の働き

者！！” 

聞くこと 

a: 代名詞、to 不定詞の意味や働きの理解を基に、世界の自然につい

て話された説明の内容を捉える技能を身につけている。 

b: 世界の自然について話された説明を聞き、必要な情報、概要、要点

を捉えている。 

c: 世界の自然について話された説明を聞き、必要な情報、概要、要点

を捉えようとしている。 

取り組み姿勢 

ペアワーク、グル

ープワークでの聞

く姿勢 

読むこと 

a: 代名詞、to 不定詞の意味や働きの理解を基に、英文の内容を読み

取る技能を身に付けている。 

b: 世界の自然について書かれた文章を読んで、要点を捉えている。 

c: 世界の自然について書かれた文章を読んで、要点を捉えようとし

ている。 

ワークシート 

話すこと 

（やり取り） 

a: 相づちを打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円

滑にするための言語の働きを理解している。 

b: 世界の自然に関する話題について、簡単な語句や文を用いて伝え

あっている。 

c: 世界の自然に関する話題について、聞き手、話し手に配慮しながら

主体的に英語を用いて伝え合おうとしている 

ペアワーク 

グループワーク 

書くこと 

a: 代名詞、to 不定詞の意味や働きを理解している。 

b: 世界の自然について、簡単な語句や文を用いて書いている。: 

c: 世界の自然について、簡単な語句や文を用いて、読み手に配慮しな

がら書こうとしている。: 

ワークシート 

確認テスト 
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ユニット６ 

”大事なこと

は先に言お

う！” 

ユニット８ 

“今やってい

るところ！” 

聞くこと 

a: 疑問文、否定文、進行形について理解している。 

b: 教師やペアワークでの会話に必要な表現を聞き取っている。 

c: 教師やペアワークでの会話に必要な表現を聞き取とろうとしてい

る。 

取り組み姿勢 

ペアワーク、グル

ープワークでの聞

く姿勢 

読むこと 

a: 疑問文、否定文、進行形の意味や働きの理解を基に、英文の内容を

読み取る技能を身に付けている。 

b: 日本文化について書かれた文章を読んで、要点を捉えている。 

c: 日本文化について書かれた文章を読んで、要点を捉えようとして

いる。 

ワークシート 

話すこと 

（やり取り） 

a: 相づちを打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円

滑にするための言語の働きを理解している。 

b: 日本文化（制服、自動販売機など）に関する話題について、簡単な

語句や文を用いて伝えあっている。 

c: 日本文化（制服、自動販売機など）に関する話題について、聞き手、

話し手に配慮しながら主体的に英語を用いて伝え合おうとしてい

る 

ペアワーク 

グループワーク 

書くこと 

a: 疑問文、否定文、進行形の意味や働きを理解している。 

b: 日本文化について、情報や考えを理由や根拠とともにまとまりの

ある文章を書いている。 

c: 日本文化について、読み手に配慮しながら主体的に英語を用いて

書こうとしている。 

ワークシート 

確認テスト 

期末考査 

３学期 

ユニット５ 

“-(e)d を合

体！過去形

ができた！” 

 

ユニット９ 

“助動詞はお

助けマン！” 

聞くこと 

a: 日本も含め、食文化はどのようにして形作られるものなのかを理

解している。 

b: メキシコ料理（世界無形文化遺産）について話された説明を聞き、

必要な情報、概要、要点を捉えている。 

c: メキシコ料理（世界無形文化遺産）について話された説明を聞き、

必要な情報、概要、要点を捉えようとしている。 

取り組み姿勢 

ペアワーク、グル

ープワークでの聞

く姿勢 

読むこと 

a: 過去形、助動詞の意味や働きの理解を基に、英文の内容を読み取る

技能を身に付けている。 

b: メキシコ料理（世界無形文化遺産）について書かれた文章を読ん

で、要点を捉えている。 

c: メキシコ料理（世界無形文化遺産）について書かれた文章を読ん

で、要点を捉えようとしている。 

ワークシート 

話すこと 

（やり取り） 

a: 相づちを打ったり、聞き直したりする等、コミュニケーションを円

滑にするための言語の働きを理解している。 

b: メキシコ料理（世界無形文化遺産）に関する話題について、簡単な

語句や文を用いて伝えあっている。 

c: メキシコ料理（世界無形文化遺産）に関する話題について、聞き

手、話し手に配慮しながら主体的に英語を用いて伝え合おうとし

ている。 

ペアワーク 

グループワーク 

書くこと 

a: 過去形、助動詞の意味や働きを理解している。 

b: メキシコ料理（世界無形文化遺産）について、情報や考えを理由や

根拠とともにまとまりのある文章を書いている。 

c: メキシコ料理（世界無形文化遺産）について、読み手に配慮しなが

ら主体的に英語を用いて書こうとしている。 

ワークシート 

確認テスト 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


